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運
動
器
の
障
害
の
た
め
に
移
動
す
る

機
能
が
低
下
し
た
状
態
を「
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
略
称
：
ロ
コ
モ
、

和
名
：
運
動
器
症
候
群
）」
と
い
い
（
公

社
）
日
本
整
形
外
科
学
会
に
よ
り
提
唱

さ
れ
ま
し
た
。
進
行
す
る
と
介
護
を
要

す
る
状
態
に
な
る
危
険
性
が
高
く
な
り

ま
す
。

　
ロ
コ
モ
は
筋
肉
、
骨
、
関
節
、
軟
骨
、

椎
間
板
と
い
っ
た
運
動
器
に
障
害
が
起

こ
り
、「
立
つ
」「
歩
く
」
と
い
っ
た
機

能
が
低
下
し
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

進
行
す
る
と
日
常
生
活
に
も
支
障
が
生

じ
て
き
ま
す
。
わ
が
国
に
お
い
て
①
骨

粗
鬆
症
、②
変
形
性
関
節
症
、③
脊
柱

管
狭
窄
症
を
有
す
る
予
備
軍
も
含
め
る

と
約
4
、
7
0
0
万
人
に
も
上
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
整
形

外
科
学
会
の
調
査
に
よ
る
と
、
50
歳
以

上
の
男
女
の
半
数
以
上
が
ロ
コ
モ
予
備

軍
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一

方
で
、
ロ
コ
モ
の
認
知
度
は
36
・
1
％

と
低
く
、
ロ
コ
モ
の
認
知
度
を
上
げ
る

痛
み
の
た
め
に
運
動
量
が
減
る
と
ロ
コ

モ
に
つ
な
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
脊
柱
管
狭
窄
症
と
は
、
背
骨
の
中
を

走
る
脊
柱
管
が
狭
く
な
り
、
神
経
を
圧

迫
す
る
こ
と
で
下
肢
の
し
び
れ
、
痛
み

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
生
じ
ま
す
。

休
み
な
が
ら
で
な
い
と
歩
け
な
い
よ
う

な
症
状
が
出
て
く
る
と
ロ
コ
モ
の
引
き

金
に
な
り
ま
す
。

　
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
は
下
肢
筋
力
を
評

価
す
る「
①
立
ち
上
が
り
テ
ス
ト
」、下

肢
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
、柔
軟
性
を

含
め
た
歩
行
能
力
を
評
価
す
る「
②
2

ス
テ
ッ
プ
テ
ス
ト
」、痛
み
や
日
常
生
活

を
評
価
す
る「
③
ロ
コ
モ
25
」の
3
つ
の

テ
ス
ト
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。3
つ
の
テ

ス
ト
の
結
果
か
ら
、移
動
機
能
の
低
下

が
始
ま
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る「
ロ
コ
モ

度
1
」、移
動
機
能
の
低
下
が
進
行
し
た

状
態
で
あ
る「
ロ
コ
モ
度
2
」に
判
定
さ

れ
ま
す
。（
下
の
図
を
参
照
）

　
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
管
理
栄
養

士
の
メ
ン
バ
ー
で
チ
ー
ム
構
成
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
が
専
門
的
な
立

場
か
ら
関
わ
り
、
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ（
ロ
コ
ト
レ
）や
薬
剤
指
導
、

栄
養
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
初
診
で
は
医
師
に
よ
る
診
察
、
ロ
コ

モ
に
関
す
る
説
明
、
骨
密
度
検
査
、
血

液
検
査
を
行
い
ま
す
。
理
学
療
法
士
と

作
業
療
法
士
の
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
が

問
診
や
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
を
行
い
、
関

節
や
筋
肉
の
状
態
を
評
価
し
ま
す
。
2

回
目
か
ら
は
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
ロ
コ
ト
レ
指
導
を
毎
週
行
い
、
カ

レ
ン
ダ
ー
も
使
い
な
が
ら
運
動
習
慣
の

定
着
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。
必
要
に

応
じ
骨
粗
鬆
症
へ
の
服
薬
・
注
射
な
ど

の
治
療
、
栄
養
指
導
、
薬
剤
指
導
も

開
始
さ
れ
ま
す
。約
１
か
月
の
指
導
後
、

自
己
管
理
へ
移
行
し
、
2
か
月
の
間
隔

を
あ
け
て
再
診
察
を
行
い
ま
す
。
成
果

が
上
が
れ
ば
終
了
に
な
り
ま
す
が
、
改

善
が
思
わ
し
く
な
け
れ
ば
再
指
導
を
行

い
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
が
ロ

コ
モ
の
要
因
と
な
る
変
形
性
関
節
症
・

脊
柱
管
狭
窄
症
な
ど
に
よ
る
痛
み
や
機

能
障
害
に
対
し
て
も
個
別
指
導
を
行

い
、
生
活
に
合
わ
せ
た
指
導
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
下
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ロ

コ
モ
予
防
に
目
を
向
け
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

鹿
教
湯
病
院
　
理
学
療
法
士
　

佐
藤
　
剛
章

こ
と
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
き
続
け

て
い
く
た
め
に
、
ロ
コ
モ
を
予
防
し
、

健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
い
く
こ
と
が

今
、
必
要
な
の
で
す
。

　
骨
粗
鬆
症
と
は
、
骨
を
作
る
働
き
が

弱
ま
り
骨
の
強
度
が
低
下
し
、
骨
折
の

危
険
性
が
増
大
す
る
疾
患
で
す
。
発
症

率
は
年
齢
が
上
が
る
ほ
ど
高
く
な
り
、

50
歳
以
上
に
な
る
と
女
性
で
は
約

70
％
、
男
性
で
は
約
50
％
が
骨
粗
鬆
症

に
な
り
ま
す
。

　
骨
粗
鬆
症
に
な
る
と
背
中
が
ま
る
く

な
っ
て
身
長
が
縮
ん
だ
り
、
骨
折
し
や

す
く
な
り
、
転
ん
で
大
腿
骨
を
骨
折
す

る
と
介
護
を
要
す
る
状
態
に
な
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
変
形
性
関
節
症
と
は
、
関
節
軟
骨

が
変
性
を
起
こ
し
た
り
、
す
り
減
っ
た

り
す
る
こ
と
に
よ
り
関
節
に
変
形
や
痛

み
を
生
じ
る
疾
患
で
、
体
重
が
か
か
る

膝
関
節
・
股
関
節
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、ロ
コ
モ
と
い
う

言
葉
に
つ
い
て

①
骨
粗
鬆
症
と
は

②
変
形
性
関
節
症
と
は

③
脊
柱
管
狭
窄
症

ロ
コ
モ
の
判
定
方
法

(

日
本
整
形
外
科
学
会
提
唱)

ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト

③
身
体
状
態・生
活
状
況
判
定
方
法

　「ロ
コ
モ
25
」

こ
の
1
カ
月
、か
ら
だ
の
痛

み
や
日
常
生
活
で
困
難
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
か
？
25
の
質
問
に
答
え

て
ロ
コ
モ
度
を
調
べ
ま
す
。

①
下
肢
筋
力
判
定
方
法「
立
ち
上
が
り
テ
ス
ト
」

片
脚
ま
た
は
両
脚
で
、決
ま
っ
た
高
さ
か
ら
立

ち
上
が
れ
る
か
ど
う
か
で
、脚
力
を
測
り
ま
す
。

②
歩
幅
判
定
テ
ス
ト「
2
ス
テ
ッ
プ
テ
ス
ト
」

歩
幅
を
測
定
す
る
こ
と
で
、下
肢
の
筋
力
・
バ

ラ
ン
ス
能
力
・
柔
軟
性
な
ど
を
含
め
、歩
行
能

力
を
総
合
的
に
評
価
し
ま
す
。

鹿
教
湯
病
院
「
ロ
コ
モ・
骨
粗
鬆
症
専
門
外
来
チ
ー
ム
」の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

こ
つ

　
　
　
　そ

　
　
　 し
ょ
う

　
　 し
ょ
う
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改善が思わしくない場合

2カ月 1カ月

成果が
上がれば

■
診 

療 

日
：
毎
週
火
曜
日
午
前

■
担
当
医
師
：
木
下
　
久
敏

■
電
話
番
号
：

　
0
2
6
8（
4
4
）2
1
1
1

き
の
し
た

　
　ひ
さ 

と
し

平
成
30
年
7
月
よ
り
ロ
コ
モ
骨
粗

鬆
症
専
門
外
来
は
予
約
制
に
な

り
ま
す
。お
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

当
院
の
ロ
コ
モ
外
来
の
流
れ

ロコモの危険性に気づくための自己チェック
日常生活の場面で実際に思い当たることをチェックしてみましょう。

1つでもチェックが入ると、ロコモの危険性があります。

❺ 2kg程度の買い物をして持ち帰るのが
 困難である（1ℓの牛乳パック2個程度）。

❻ 15分くらい続けて歩くことができない。

❼ 横断歩道を青信号で渡りきれない。

❶ 片脚立ちで靴下がはけない。

❷ 家の中でつまづいたり滑ったりする。

❸ 階段を上るのに手すりが必要である。

❹ 家のやや重い仕事が困難である
 （掃除機の使用、布団の上げ下ろしなど）。

ロコモチャレンジ推進協議会WEBサイトより

ロコモ栄養指導 療法士による評価と指導

さ   

と
う

　
　 た
か 

あ
き

3



　
2
0
1
8
年（
平
成
30
）4
月

よ
り
脳
神
経
内
科
医
師
と
し
て

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
横
井
大
知
と
申
し
ま
す
。

出
身
大
学
は
岐
阜
大
学
で
、そ

の
後
、名
古
屋
の
病
院
で
脳
神

経
内
科
医
と
し
て
脳
卒
中
や
神

経
難
病
の
診
療
に
10
年
間
、携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
や
神
経
難
病
に
つ
い

て
学
び
た
く
、赴
任
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
脳
神

経
内
科
医
と
し
て
様
々
な
職
種

の
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
、地
域
の

患
者
さ
ん
一
人
一
人
に
寄
り
添

う
治
療
が
で
き
る
よ
う
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

脳
神
経
内
科
医
師

  

横
井 

大
知
先
生

　
2
0
1
8
年（
平
成
30
）4

月
か
ら
鹿
教
湯
病
院
歯
科
に
て

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
西
村
允
宏
と
申
し

ま
す
。以
前
は
飯
田
市
立
病
院

歯
科
口
腔
外
科
に
所
属
し
て
お

り
ま
し
た
。前
の
職
場
と
は
環

境
や
診
療
内
容
も
ま
っ
た
く
異

な
り
、失
敗
が
多
い
日
々
で
す

が
、少
し
ず
つ
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。少
し
で

も
早
く
病
院
や
地
域
の
診
療
の

役
に
立
て
る
よ
う
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

歯
科
医
師

  

西
村 

允
宏
先
生

　
４
月
よ
り「
い
ず
み
の
」で
勤

務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
阿

部
好
正
と
申
し
ま
す
。

　
昭
和
52
年
杏
林
大
学
を
卒
業

し
、以
後
36
年
間
小
児
科
医
と

し
て
東
京
都
〜
新
潟
県
〜
長
野

県
小
諸
市
を
廻
り
、そ
の
後
３

年
間
岐
阜
県
〜
長
野
県
大
町
市

で
行
政
医
と
し
て
勤
め
、そ
し
て

昨
年
は
縁
あ
っ
て
福
島
県
浜
通

り
の
内
科
病
院
で
半
年
ほ
ど
お

手
伝
い
を
し
て
長
野
県
安
曇
野

市
の
自
宅
に
戻
っ
て
き
て
お
り

ま
し
た
。福
島
県
か
ら
帰
省
し

て
半
年
ぶ
り
に
北
ア
ル
プ
ス
の

山
々
を
見
た
と
き
は
感
涙
余
り

あ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
高
齢
者
介
護
の
職

に
就
き
、再
び
高
齢
者
内
科
の

仕
事
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。皆
さ
ん
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

内
科

  

阿
部 

好
正
先
生

新
任
医
師
紹
介

第9回 いずみの祭を開催します
●日時：平成30年9月16日（日） 午前9時～午後3時
●場所：介護療養型老人保健施設いずみの 上田市小泉72-1 TEL 0268-26-6600(代表)　FAX 0268-26-6615
今年も地域の皆さまにご参加いただける「いずみの祭」を開催します。
日頃の当施設の取り組みをご覧いただくとともに、盛りだくさんの催しをお楽しみください。
大勢の皆さんのお越しをお待ちしております。

第17回 三才山病院祭を開催します
●日時：平成30年10月13日(土) 午前9時～午後3時
●場所：三才山病院および周辺 TEL 0268-44-2321(代表)　FAX 0268-45-3709
今年も名物の駅伝大会に加え、皆さまに楽しんでご参加いただける各種コーナー・
催し物など盛りだくさんの企画にて大勢の皆さまのご来院をお待ちしています。
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肺炎球菌ワクチン医療の豆知識
Medical Tips

肺炎球菌ワクチン接種はお済みですか？

クレブシエラ・ニューモニエ 2.4%

肺炎球菌
28.0%

インフルエンザ菌
7.5%

不明
36.1%

マイコプラズマ・
ニューモニエ 6.6%

ストレプトコッカス・ミレリ
3.2%

クラミジア・ニューモニエ
5.8%

嫌気性菌 2.8%

ウイルス 1.7%
その他の菌 5.9%
緑膿菌 2.1%
黄色ブドウ球菌 2.1%

参考：呼吸器ケア 435-443,1(4) 2003
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〜
69
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60
〜
64
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〜
59
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50
〜
54

7
45
〜
49

4
40
〜
44

3
35
〜
39

2
30
〜
34

1
25
〜
29

1
20
〜
24

1
15
〜
19

1
10
〜
14

0
5
〜
9

0
0
〜
4

3
90
以
上

3419

85
〜
89

1613

80
〜
84

783

75
〜
79

317

70
〜
74

134

3,500

2,625

1,750

875

死
亡
率（
人
口
十
万
人
対
）

肺炎で死亡する人の内、
95%が65歳以上の高齢者

含まれる莢膜抗原
抗体を作らせる能力
効果の持続力
再接種の必要性
補助の有無
自己負担

ニューモバックスPPV23
23種類
低い
短い
5年ごとに必要
定期接種対象年齢であり
定期接種￥2000

プレベナー PCV13
13種類
高い
長い
不要
なし

肺炎球菌ワクチンは「ニューモバックス23価」と「プレベナー13価」があります。

※任意接種の自己負担については、病院へお問い合わせください。

肺炎は細菌やウイルスなどが、からだに入り込んで起こる肺の炎症
　65歳を過ぎると、市中肺炎（普通の社会生活を送っていてもかかる肺炎）で入院し治療を受ける人
が増えてきます。一番原因になる菌が「肺炎球菌」なのでワクチン接種し予防するといいでしょう。また、
肺炎になったとしても「軽症ですむ」と言われています。糖尿病・心疾患・呼吸器
疾患・病気の治療などで免疫力が低下している・喫煙しているなどのある方は肺
炎にかかりやすいので注意が必要です。

肺炎球菌ワクチン接種をお勧めします。

肺炎球菌ワクチン接種について不明な点がございましたら、医師・看護師・薬剤師にご相談ください。

薬剤師：工藤 裕康／慢性呼吸器疾患看護認定看護師：西澤 ひろ美
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土
用
の
丑
の
日

※画像はイメージです

栄養科おすすめ★季節のレシピ

　土
用
と
い
え
ば「
土
用
の
丑
の
日
」＝「
う
な

ぎ
を
食
べ
る
日
」と
思
わ
れ
る
方
が
多
い
で
し
ょ

う
が
、土
用
の
行
事
食
は「
う
な
ぎ
」だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。本
来「
土
用
の
丑
の
日
」は
、土
に

感
謝
す
る
時
期
を
指
す「
土
用
」と
、当
時
田
畑

を
耕
す
の
に
水
牛
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
、牛

を
休
ま
せ
る
日
の「
丑
の
日
」が
結
び
つ
き「
田

畑
を
休
ま
せ
牛
を
休
ま
せ
る
日
」と
な
っ
て
い

ま
し
た
。そ
こ
か
ら
、牛
と
土
に
ち
な
ん
で
黒
い

色
の
食
べ
物
を
食
べ
る
と
い
う
習
慣
が
で
き
た

よ
う
で
す
。一
方
、土
用
の
丑
の
日
に
は
黒
い
食

べ
物
に
こ
だ
わ
ら
ず「
う
」の
付
く
食
べ
物
を
食

べ
る
習
慣
も
あ
り
ま
す
。昔
も
今
も
う
な
ぎ
は

高
価
な
食
べ
物
な
の
で
、「
丑
の
日
」に
ち
な
ん

だ「
う
」の
付
く
手
頃
な
食
べ
物
で
、暑
い
夏
を

乗
り
切
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。そ
こ

で
、今
回
は
う
な
ぎ
や「
う
」の
つ
く
食
べ
物
で

は
な
く
、黒
い
色
の
食
べ
物
に
ち
な
み
、当
院
で

も
行
事
食
と
し
て
提
供
す
る「
黒
蜜
豆
乳
き
な

粉
プ
リ
ン
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

三
才
山
病
院

　栄
養
科

　

林

　ひ
か
る

黒蜜豆乳きな粉プリン
▼ 材料 （60mlカップ４個分）
・アガー…5ｇ ・黒砂糖（上白糖でも可）…12ｇ
・水…60ｇ ・きな粉…18ｇ ・豆乳…120ｇ
・黒蜜…適宜

▼ 作り方
①豆乳ときな粉を混ぜ合わせ、きな粉ミルク
を作っておく。

②小鍋にアガーと砂糖を入れて混ぜてから水
を加えさらに混ぜる。

③鍋を火にかける。絶えず混ぜながら沸騰し
てきたら火を弱めて1分加熱し火を止める。

④①をひと肌程度に温めてから③に加えて混
ぜてから、再び火にかけ、混ぜながらフツフ
ツした状態で1分加熱後火を止める。

⑤お好みの容器に流し入れ粗熱を取り冷蔵庫
で冷やして固める。

⑥固まったら黒蜜をかけてできあがり。

▼ 栄養
1人分栄養成分
エネルギー…79kcal（黒蜜小さじ1杯分含む）、
たんぱく質…2.9g、脂質…2.5g

豆乳やきな粉の原料である大豆にはイソフラボンが豊富
に含まれています。このイソフラボンは体内で女性ホルモ
ンと同じような働きをするので骨粗鬆症予防や更年期の
不調を予防・改善する効果があります。大豆を納豆や豆腐
などのおかずとしてではなく、たまには甘み
を加えた甘味でいただくのもストレス解消
の効果もあり良いのではないでしょうか。

う
し

は
や
し
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作
業
広
場
の
活
動
報
告

　2
0
1
7（
平
成
29
）年
3
月

末
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

一
環
と
し
て
入
院
中
の
空
き
時

間
を
利
用
し
て
、様
々
な
作
業

を
提
供
す
る「
作
業
広
場
」を
平

日
の
夕
方
16
：
00
か
ら
開
設
し

て
い
ま
す
。だ
る
ま
や
切
り
絵
な

ど
伝
統
的
で
季
節
感
の
あ
る
も

の
、ま
た
、靴
下
工
場
か
ら
出
る

廃
材
を
使
っ
た
な
べ
敷
き
や
座

布
団
作
り
が
人
気
の
作
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　「
み
ん
な
で
作
り
上
げ
る
広

場
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、準
備
や
片

付
け
も
ス
タ
ッ
フ
、患
者
さ
ん
が

協
力
し
て
行
い
、仕

事
、家
事
や
趣
味
に

活
か
せ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。利

用
者
は
こ
の
5
月
末

で
延
べ
1
7
0
0
名
、

1
日
平
均
5
・
6
名

の
患
者
さ
ん
に
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
の
頃
は
、写
真

の
様
に
男
性
の
患
者

さ
ん
も
増
え
、「
い
つ

も
時
間
が
足
り
な

い
、毎
日
の
楽
し
み
の

場
所
」な
ど
嬉
し
い

感
想
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ま

た
、地
域
の
方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
も
あ
り
、作
業
広
場
の
活

動
や
作
品
が
地
域
に
浸
透
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　興
味
を
も
た
れ
た
方
は
、鹿

教
湯
病
院
南
病
棟
2
階
の
作
業

広
場
に
平
日
16
：
00
〜
16
：
45

の
間
に
直
接
お
越
し
い
た
だ
く

か
鹿
教
湯
病
院
内
の
作
業
療
法

士
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

鹿
教
湯
病
院

　作
業
療
法
科

　

関
口

　舞

奨
励
演
題
に
選
ば
れ
ま
し
た

　2
0
1
8（
平
成
30
）年
2

月
26
日
・
27
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た「
第
5
回
慢
性
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
」に
お
き

ま
し
て
、「
H
A
L

　単
関
節

タ
イ
プ
と
H
A
L-

S
J
上
肢

吊
り
下
げ
キ
ッ
ト
を
使
用
し

た
ロ
ボ
ッ
ト
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
紹
介
」が
一
般
演
題

全
3
0
2
題
の
中
か
ら
奨
励

演
題
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

2
0
1
7（
平
成
29
）年
11
月

の
本
誌（
ほ
っ
と
す
ま
い
る

ニ
ュ
ー
ス
）に
掲
載
し
た
内
容

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。共
に

作
業
療
法
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
っ
た
患
者
さ
ん
を
は
じ

め
、ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た

関
係
者
の
皆
さ
ま
や
仲
間
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　当
セ
ン
タ
ー
は
運
動
麻
痺

を
改
善
す
る
最
新
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生
活
の
自

立
を
め
ざ
す
生
活
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、人
生
の
最
期
を

む
か
え
る
方
へ
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
あ
ら
ゆ
る

方
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医

療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。そ
れ

ぞ
れ
が
レ
ベ
ル
の
高
い
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
を
提
供

し
て
い
る
こ
と
を
今
回
の
学

会
で
実
感
し
ま
し
た
。

　今
後
も
最
善
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
を
提
供
で

き
る
よ
う
一
層
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

三
才
山
病
院 

作
業
療
法
科

　

主
任
補
佐

　小
林

　克
行

　薬
師
堂
は
、約
4
0
0
年
前
に
創
建
さ

れ
、鹿
教
湯
地
域
で
は
最
古
の
建
造
物
で
歴

史
的
に
も
重
要
な
文
化
財
で
あ
り
ま
す
。現

在
、老
朽
化
に
よ
り
茅
葺
き
の
屋
根
の
一
部

が
崩
落
し
、ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
掛
け
て
応
急

処
置
を
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。地
元

に
て
研
究
を
重
ね
た
結
果
、現
状
の
茅
葺
き

屋
根
を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
く
、銅
板
で

の
葺
き
替
え
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、約

4
0
0
万
円
の
費
用
が
か
か
り
地
元
自
治

会
、観
光
協
会
等
の
み
で
の
出
資
で
は
資
金

が
不
足
し
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　当
セ
ン
タ
ー
と
も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

治
療
の
一
貫
と
し
て
、文
殊
堂
な
ら
び
に
薬

師
堂
の
境
内
や
散
歩
ル
ー
ト
を
使
っ
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
を
行
っ
て
お
り
、関
わ
り

の
深
い
建
物
で
も
あ
り
ま
す
。

　こ
の
た
び
薬
師
堂
屋
根
改
修
の
支
援
と

し
て
職
員
に
よ
る
募
金
活
動
を
お
こ
な
い
、

支
援
金
を
地
元
自
治
会
・
観
光
協
会
等
へ
贈

呈
い
た
し
ま
し
た
。

薬
師
堂
屋
根
改
修
に

支
援
金
を
贈
呈

こ
ば
や
し
　
　   

か
つ 

ゆ
き

せ
き 
ぐ
ち

　
　  

ま
い
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外
来
担
当
医
表
平
成
30
年
7
月
〜

内　　　科

脳神経内科

リハビリテーション科

午前 8：30～11：00
午後 1：00～  4：00
午前 8：30～11：00
午後 1：00～  4：00
午前 8：30～11：00

受 付 時 間 月

鈴木（和） 林田

宮城
宮城

鈴木（和）

火
小林（俊）

泉

林田

水 木 金
三才山病院　　☎0268-44-2321（代）

内科・消化器内科
循環器内科

午前 8：30～11：30
午後 1：00～  4：30

受 付 時 間 月

◎ ◎

火

◎

水

◎

木

◎

金
豊殿診療所　　☎0268-29-1220（代）

◎
印
が
診
療
日
で
す
。 
※
担
当
医
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

休
診
日

8月

土曜・日曜・14日（火）・15日（水）・16日（木）・17日（金）
土曜・日曜・15日（水）・16日（木）

7月

土曜・日曜・16日（月）
土曜・日曜・16日（月）

9月

土曜・日曜
土曜・日曜

H30年

豊殿診療所
鹿教湯病院・三才山病院

■鹿教湯病院 〒386-0396長野県上田市鹿教湯温泉1308  ☎0268-44-2111  FAX.0268-44-2117
■三才山病院 〒386-0393長野県上田市鹿教湯温泉1777  ☎0268-44-2321  FAX.0268-45-3709
■豊殿診療所 〒386-0004長野県上田市殿城250-4  ☎0268-29-1220  FAX.0268-29-1229 
■老健いずみの 〒386-8688長野県上田市小泉72-1  ☎0268-26-6600  FAX.0268-26-6615 

発行責任者 ■ 黒岩　靖　　　http://km-rehacenter.jp/

毎月本誌をご愛読いただき、
ありがとうございます。

本誌に対するご意見・ご感想など
ございましたら、お気軽に右記まで

ご連絡をお願いします。

「神経内科」が「脳神経内科」に変わりますお知らせ

内 

科

内　　　科
脳神経内科
呼吸器内科
循環器内科

受 付 時 間 月 火 水 木 金

歯　　　 科 午前 8：30～11：30
午後 1：00～  4：30

小林（健）
田村・西村

小林（健）
田村・西村

小林（健）
田村・西村

小林（健）
田村・西村

小林（健）
田村・西村

午前 8：30～11：00
小林（俊）
松嶋・鈴木

伊沢・宮坂
片井・村岡
横井

片井
松嶋・信大

小林（俊）・宮坂
高松・（木下（朋））

循環器内科
外 科（消化器）
皮　膚　科
泌 尿 器 科

眼　　　科

耳鼻咽喉科

専 門 外 来

午前 8：30～11：00
午前 8：30～11：00
午前 8：30～11：00
午後 1：00～  2：30

午後 1：30～  3：30

午後 1：00～  3：30

午前 8：30～11：00

◎

義肢外来
（午前予約制）

装具外来
（午前予約制）

ロコモ・
骨粗鬆症外来
（午前予約制）

◎
◎

◎
（第2・第4のみ） ◎

◎

◎

瓦葺
かわらぶき

脳　外　科 午前 8：30～11：00

鹿教湯病院　　☎0268-44-2111（代）

信大 信大 木下（久）前田・渡邉整 形 外 科 午前 8：30～11：00

※鹿教湯病院［皮膚科］の受付診療時間が平成30年4月より変更になりました。

※7月末まで

　「神経内科」の診療内容が分かりにくい、「心療内科」や「精神科」との違いが
分かりにくいというご意見がありました。つきましては、当院では6月1日より、標榜
診療科名の「神経内科」を「脳神経内科」に変更いたします。
　診療科名は変更となりますが、今までと同様の診療内容、診療体制となっており
ます。ご理解のほど、よろしくお願いいたします。
　ご不明な点は受付窓口でお問い合わせください。


